
 資料１５  

飛散原因の調査結果（第１回中間報告の再確認） 
 
 

図番 
調査項目 調査結果 

調査対象 確認事項 

①  養生施工 換気洞道部 養生シートによる区画の剥離状況。 ・換気洞道部及び前室部において、区画の一部剥離を確認した。 

・剥離時期が不明なため、事故との関連について判定は不能である。 

②  前室部 

③  集じん・排気装置 作業場内の負圧状況。 ・３台の集じん・排気装置の排気を１本にまとめており、１台分の排気

量しか機能せず、負圧不足の状態であった。 

機器本体等の隙間の有無。 ・スモーク・テスタにより、機器本体の隙間から空気の流入を確認した。

・疑似粉じん（ベビーパウダー）を吸引させ、ＨＥＰＡフィルタ取付け

部の隙間からの漏れを確認した。 

④  その他 

湿潤化処理 

作業場内の拡散抑制措置状況。 ・作業場内に残存している空缶は１個であった。 

材料の搬出入及び使用に係る記録写真がなく、確認不能であった。 

⑤  施設 前室設置部で確認されたアスベスト隗の

飛散への影響。 

・はり及び腰壁の天端にアスベスト塊があることを現認した。 

付近の設備ダクト天端には無かった。 

・集じん・排気装置の排気量が小さく、飛散につながった可能性は低い。
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 資料１６  

湿潤化剤含有調査 

 
委 託 件 名 六番町駅石綿含有吹付け材含有成分分析調査業務委託 

分析受託者 ㈱大同分析リサーチ 

 

試料採取者 (一財)東海技術センター 採取日：平成２６年３月１１日 

 

 

 

  

試料採取位置図

試料採取状況



 

 

 



 資料１７  
飛散原因の調査結果（最終報告） 

図番 
調査項目 

調査結果 
調査対象 確認事項 

① 
養生施工 

換気洞道部 
養生シートによる区画の剥離状況。 

・換気洞道部及び前室部において、区画の一部剥離を確認した。 

・剥離時期が不明なため、事故との関連について判定は不能である。 ② 前室部 

③ 集じん・排気装置 

作業場内の負圧状況。 
・３台の集じん・排気装置の排気を１本にまとめており、１台分の排気量

しか機能せず、負圧不足の状態であった。 

機器本体等の隙間の有無。 

・スモーク・テスタにより、機器本体の隙間から空気の流入を確認した。

・疑似粉じん（ベビーパウダー）を吸引させ、ＨＥＰＡフィルタ取付け部

の隙間からの漏れを確認した。 

④ 
その他 

湿潤化処理 
作業場内の拡散抑制措置状況。 

・作業場内に残存している空缶は１個であった。 

材料の搬出入及び使用に係る記録写真がなく、確認不能であった。 

・試料には湿潤化剤の成分（アクリル酸メチルヘプチル）が含有されてい

ないことから、湿潤化されていないと考えられる。【資料１６】 

⑤ 施設 
前室設置部で確認されたアスベスト隗

の飛散への影響。 

・はり及び腰壁の天端にアスベスト塊があることを現認した。 

付近の設備ダクト天端には無かった。 

・集じん・排気装置の排気量が小さく、飛散につながった可能性は低い。

※赤字は今回追加調査にて判明した調査結果 

 

調査結果等 推 定  事故原因 

   

・作業開始日の１２日に、７００本／Ｌのアスベストが飛散した。

・受注者が湿潤化処理を行ったとする範囲から採取した試料から、

湿潤化剤の成分は検出されなかった。 

飛散のあった時間帯には除去作業が行

われていたと推定する。 

 

不十分な湿潤化処理のまま、

集じん・排気装置に不具合 

がある状態で、除去作業を 

行ったことが、高濃度のア 

スベストが飛散した原因 

であると推定する。 

  

・前室設置部で確認されたアスベスト隗が飛散につながった可能性

は低い。 作業エリアから飛散したと推定する。

  

・集じん・排気装置に隙間があった。 
・作業エリアは、負圧不足であった。 

 

 

 



 資料１８  
一般トイレ排気ダクトの系統及びダクト類の養生状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅長室付近平面図 モーターダンパー 

※送風機の稼働に合わせて 

開く、停止中は閉じている

排気ダクト合流か所

換気機械室内の養生確認 駅務諸室排気口目張り養生状況

一般トイレのダクトが合流する排気ダクトは、換気機械室内の送風機接続部にモーターダンパーが付いており、トイレの排気の誘

引により機械室内の空気が流入することはない。



 資料１９  
風洞（給気ダクト）内のアスベスト飛散調査結果 
 

調査概要： 地上部換気塔ガラリ、一般トイレ吸込み口及び風洞（給気ダクト）

内４か所に付着又は堆積している埃を採取し、アスベストの含有を確

認した。 

１か所当たり３点の試料を採取し混合したものを分析した。 

 

調 査 者： （一財）東海技術センター 

採 取 日： 平成２６年７月１８日 

調査結果： すべての部位でアスベストは検出されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

試料採取部位 定性分析結果（石綿の有無） 

換気塔ガラリ 無 

一般トイレ吸込み口 無 

風洞（給気）① 無 

風洞（給気）② 無 

風洞（給気）③ 無 

風洞（給気）④ 無 

試料採取位置図 

換気塔ガラリ

風洞(給気)①

風洞(給気)② 

一般トイレ吸込み口

風洞(給気)③ 

風洞(給気)④

換気塔下部での粉じん濃度測定により検出されたアスベストが、排気ダクト

及び風洞（給気ダクト）を通じて飛散した可能性は低い。 



 資料２０  
吹付けアスベスト除去作業中の濃度（他の施工事例） 

 
交通局が発注した平成１８年度以降の除去工事のうち、１００㎡以上の除去面積があり、

濃度測定を測定時間５分、吸引量５Ｌ採取により実施した事例を抽出した。 

但し六番町駅は、平成１３年度に実施し、測定時間１５分、吸引量５Ｌで測定したもの。 

 



 資料２１  
総繊維数濃度及びアスベスト濃度測定における検出下限値 

 

 

 



 資料２２  
 

※第１回 資料１２ を一部修正 
                                                              

総繊維数濃度・アスベスト濃度測定結果一覧 

 

 

 

                            

駅長室付近平面図 

         
                                                                 
 
 
 

 
 
 
 
 



 資料２２  
 

※第１回 資料１２ を一部修正 

総繊維数濃度・アスベスト濃度測定結果一覧                             

 
欄中の数値はアスベスト濃度を示す。但し（ ）内は総繊維数濃度を示す。 

は、アスベスト濃度の分析を実施したものを示す。 
単位（本／Ｌ）   

事 項 

測定値等 
測定者 
※４ 

検出下限値 

負圧装

置稼働

帯※３

１番 
ホーム

２番 
ホーム

換気塔 1 番

通路 
北コ

ンコ

ース 

北コ

ンコ

ース 

北改

札内 
機械室

扉前 
仮眠

室等

諸室 

換気

機械

室 
月 日 時刻 ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  

12 月 9 日～ 
作業前 

 
 

－ － 0.5 未満 － － － － 0.5 未満 － 0.5 未満

6 か所

施工業者 
0.5  

 

12 月 12 日 8：30～      負圧装置運転開始  
9：15～10：15  － － 2.5 

(4.0) 
－ － － － 700 

(1,100) 
－ － 港保健所 

1.0 
（0.22） 

 

   ～18：00 負圧装置運転停止  
18：00～8：30 負圧装置運転停止期間  

12 月 13 日 8：30～     負圧装置運転開始   
15：10～16：03  － － － － － － － 100 

(110) 
※５ 

－ － 港保健所 
1.0 
（0.22） 

 

15：05～16：05 － － （0.22） － － － － － － －  
   ～15：50 頃  負圧装置運転停止  
16：05～17：05 － － － － － － － 4.0 

(6.5) 
－ － 港保健所 

1.0 
（0.22） 

 

16：10～17：10 － － （0.22 未満） － － － － － － －  
18：30～19：30 － － － 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 － － 施工業者 

0.5 
 

12 月 16 日 9：45～10：45 － － （0.22 未満） － － － － － － － 港保健所 
1.0 
（0.22） 

 
9：50～10：50 － － － － － － － （0.22） － －  

12 月 24 日 9：35～10：35 － － （0.22） － － － － － － －  
9：40～10：40 － － － － － － － （0.22 未満） － －  

1 月 9 日 16：10～17：10 － － （0.22 未満） － － － － － － －  
16：20～17：20 － － － － － － － （0.22） － －  

1 月 22 日 
 

13：20～14：20 － － （0.22） － － － － － － －  
13：25～14：25 － － － － － － － （0.22 未満） － －  
14：30～15：30 － 1.0 未満

（0.67）
 ― － － － － － － －  

14：40～15：40 1.0 未満

(0.22 未満) 

－  ― － － － － － － －  

2 月 5 日 13：23～14：23 － － （0.22） － － － － － － －  
13：29～14：29 － － － － － － － （0.22） － －  

2 月 6 日 21：06～23：06
等 

 ― －  ― － － － － － 0.5 未満

8 か所

－ 交通局※１ 
0.5 

 

2 月 19 日 13：40～14：40 － － 1.0 未満 

(0.67) 
－ － － － － － － 港保健所 

1.0 
（0.22） 

 

13：50～14：50 － － － － － － － 1.0 未満 

（0.45） 
－ －  

3 月 7 日 21：18～23：18 － － － － － － － 0.5 未満 － － 交通局※２ 
0.5 
 

 
3 月 8 日 2：38～3：38 － － － － － － － － － －  
3 月 11 日 0：54～4：08 等 － 0.5 未満 0.5 未満 － － － 0.5 未満 － － －  
3 月 13 日 18：05～20：05 － － － － － － － 0.5 未満 － －  
3 月 21 日 1：07～4：08 等 － 0.5 未満 0.5 未満 － － － 0.5 未満 － － －  
4 月 16 日 9：55～10：55 － － － － － － － （0.22） － － 港保健所※６

0.50 
（0.22） 

 
11：00～12：00 － － 0.50 未満 

（0.45） 
－ － － － － － －  

5 月 20 日 9：26～10：26 － － － － － － － （0.22） － －  
9：24～10：24 － － （0.22未満） － － － － － － －  

6 月 17 日 10：00～11：00 － － － － － － － 0.50 未満 
（0.45） 

－ －  

10：15～11：15 － － （0.22未満） － － － － － － －  
7 月 16 日 9：57～10：57        （0.22）    

10：03～11：03   （0.22）         
7 月 19 日 
 

1：33～3：26 等  0.5 未満 0.5 未満    0.5 未満    交通局※７ 
0.5 

 

（平成 26 年 8 月 8 日現在） 
註記： ※１ 2 月 6 日の測定箇所 8 か所は 駅長室、更衣室、仮眠室(1)、仮眠室(2)、倉庫(1)、倉庫(2)、シャワー室、救護室 

※２ 六番町石綿含有吹付け材飛散調査に係る石綿分析他業務調査時の測定結果を示す。 
※３ 負圧装置の稼働時間は、石綿取扱い作業実施記録等による。 
※４ 港保健所の測定結果は、環境科学調査センターの測定報告書による。 
※５ アスベスト繊維数 104 本/Ｌのうち、アモサイト 15 本/Ｌ、クロシドライト 89 本/Ｌ（104⇒100） 
   （67 視野で繊維数が 47 本 （繊維数が 40 本に達した場合、その視野は最後まで計数）アモサイト 6 本、クロシドライト 41 本） 
※６ 今年度から港保健所のアスベスト濃度測定の視野数を 150 から 300 に変更したため検出下限値は 0.50 本／Ｌ。 
※７ 風洞（給気ダクト）内のアスベスト飛散調査時の測定結果を示す。 

 



 資料２３  
アスベスト飛散事例 

 

                                                           

 
Ｗｅｂサイトで検索した主な事例 名古屋市環境局情報公開事例 環境省公表事例（参考） 

東京都文京区立 

さしがや保育園 
佐渡市両津小学校 大阪府立金岡高校 大手町建物 地下鉄六番町駅 

名古屋市内の建

物 
川口市内の建物 西尾市内の建物

工事の種類 改修工事 
大規模改造工事 

（アスベスト除去） 

耐震補強 

及び改修工事 
改修工事 

アスベスト除去工

事 
建物の解体 建物の解体 建物の解体 

発生年度 平成１１年 平成１８年 平成２４年 平成２３年 平成２５年 平成２１年 平成２５年 平成２５年 

 

飛散状況 

 

工事の過程で、天

井裏等に存在した

吹付けアスベスト

を飛散させ、隣接す

る保育室の園児等

がばく露した。 

 

校舎１階の階段

付近のアスベスト

除去工事中にアス

ベストを含む粉じ

んを飛散させ、児

童・教職員がばく露

した。 

 

改修工事中に、吹

付けアスベストが

外部に露出してい

た状態で作業を行

い、生徒・教職員等

がばく露した。 

 

建物の６階部分

のアスベスト除去

工事中にアスベス

トが飛散した。 

 

地下鉄構内の機

械室のアスベスト

除去工事中にアス

ベストが飛散し、

駅利用者や駅員等

がばく露した。 

 

建物の解体現

場において、吹

付けアスベスト

の除去工事中に

アスベストが飛

散した。 

 

建物の解体現

場において、吹

付けアスベスト

の除去工事中に

アスベストが飛

散した。 

 

建物の解体現

場において、煙

突内部に敷設さ

れた断熱材の除

去工事中にアス

ベストが飛散し

た。 

飛散日数 １３日間～ ２日間～ ２６日間 ― ２日間 不 明 不 明 不 明 

測定値 
不明 

9,930 本/Ｌ 

（推定値の最大値）

不明 

260 本/Ｌ 

（推定値） 

不明 490 本/Ｌ 700 本/Ｌ 

1,569 本/Ｌ 

(境界では基準

値内) 

26 本/Ｌ 

(境界では基準

値内) 

310 本/Ｌ 

(境界では基準

値内) 

測定者 ― ― ― 保健所 保健所 環境省 環境省 環境省 

アスベストの種類 
クロシドライト 

クリソタイル 
クリソタイル 

クロシドライト 

クリソタイル 

クロシドライト 

アモサイト 

クリソタイル 

クロシドライト 

アモサイト 

クリソタイル 

アモサイト 

クロシドライト 

アモサイト 
アモサイト 

飛散の原因 事前調査不足 

養生シートの破れ 

養生テープの剥が

れ 

事前調査不足 

集じん・排気装置の

不具合 

排気ダクトの破損 

集じん・排気装置

の不具合等 
― 

集じん・排気装

置の 

不具合等 

集じん・排気装

置の 

不具合等 

                                                           

※Ｗｅｂサイトで検索した主な事例並びに環境省のＷｅｂサイトでの公表事例及び名古屋市環境局の情報公開事例を一覧とした。 

※環境省の事例は作業場内の敷地境界では基準値内。 

 



 資料２４  

 

飛散時における駅利用者数の推計 
 

 アスベストの飛散があった可能性のある平成２５年１２月１２日午前８時から平成２５年１２月１３日午後６時３

０分までの時間帯に六番町駅を利用した人数を推計したもの。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※ＩＣカード利用者は、番号識別により実人数とした。 

      磁気券利用者は、複数回利用を特定できないため、改札通過人数とした。 

有人改札口利用者は想定人数であり、年に５日間調査した結果を平均したもの。 
    

 


